事業実績報告書（立ち上げ支援）
	項　目
	内　　　　　容

	実施回数
	

	実施場所
	

	参加人数
	 　 　　人
（うち65歳未満の利用者　　　人）

	内容
	次のとおり物品を購入し、
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
環境を整備した。
≪購入した物品≫

・
・
・



事業実績報告書（立ち上げ支援）
	項　目
	内　　　　　容

	実施回数
	

	実施場所
	○○集会所　1階集会室

	参加人数
	２０ 　人
（うち65歳未満の利用者　１５　人）

	内容
	【訪問型サービスの例】
次のとおり物品を購入し、
（　昔遊びや食事会を通じて多世代交流する　　　　　）
環境を整備した。

≪購入した物品≫

　・のぼり旗、ポール
　・プリンター、インク
　・湯沸かし保温ポット
　・座卓
　・お盆、茶碗など



事業実績報告書（運営補助）
	項　目
	内　　　　　容

	実施回数
	

	実施場所
	

	参加人数
	実人数 　 　人（延べ　　　　人）
（うち65歳未満の利用者　　　人）

	内容
	≪実績（実施内容）≫（別紙事業実施内容参照）
≪効果≫



事業実績報告書（運営補助）
	項　目
	内　　　　　容

	実施回数
	１２回

	実施場所
	　○○集会所　1階集会室

	参加人数
	実人数 ２０人（延べ　２４０人）
（うち65歳未満の利用者　　　１８０人）

	内容
	≪実績（実施内容）≫（別紙事業実施内容参照）
・高齢者が先生になり、親子で昔の遊びを体験したことで世代世代を超えて交流することができた。
・夏休みと冬休みに食事会を行い、楽しく集うことができた。
・チラシに協賛として〇〇企業を乗せた。
≪効果≫
・会で知り合った高齢者と親子が日常的に挨拶を交わすようになり、登下校の安全確保につながった。
・〇〇企業から地域の方からサロンの協賛についてお礼を言われ、企業イメージが向上したと聞いた。



【立ち上げ支援補助の場合】





記入例





想定される参加人数（何人参加できるか）と認定を受けた方を何人まで受け入れることができる（高齢者サロン）か、65歳未満の利用者の参加予定者（地域共生サロン）を記入してください。








補助対象期間中の利用者の実人数・年間延べ人数と、実人数のうち認定を受けている人数（高齢者サロン）、65歳未満の利用者数（地域共生サロン）を記入してください。





活動実績（実施した内容）に加え、必ずその効果もご記入ください。





【運営補助の場合】





記入例








